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マテリアル ・ アー ト展2010

1 . 緒言

自動車やパソコンなどの製品を製造するためには、
さまざまな特性を持った材料が必要となる。 このこと
から、 材料はあらゆる産業の基幹をなすものであると
言える。しかし、私たちは製品のことを知っていても、
材料については知らないことが多い。 そのため、 私た
ちマテリアノレ工学科学生会は、 一般の方々にもっと材
料に関心を持ってもらいたいと考えた。

金属は合金化や熱処理、 カ ーボンやセラミックスは
作製方法を変化させることにより、ktll織は変化しさま
ざまな特性が発現する。 私たちは、 これら組織の調査
を日々行っており、 観察手段によって組織は様々な表
情を見せるため、 組織写真をアートとして展示するこ
とが可能ではなし、かと考えた。 そのような組織写真を
きっかけとして、 一般の方々に材料に対する興味を持
っていただけると思い、 マテリアノレ・ アート展を行う
ことにした。 昨年のマテリアノレ ・ アート展は、 身近で
広く使われている鉄に焦点を当てて、 鉄にもいろいろ
な種類と性質があることを知ってもらったが、 アート
よりも学術的な内容になってしまった。 今年度は、 学
術的な内容を説明しつつ、 アート作品を展示するとい
う視点に立ち戻ることにした。 また、 従来は夢科学探
検で、のみ展示を行って来たが、 より多くの高校生に紹
介するために、 本年度はオー プンキャンパスでも展示
を行った。

さらに、 本年度はこの4年間の活動の成果をまとめ

て、 WorldMate1ials Day Awardコンテストに応募した。

World Materials Day Awardとは、材料系国際学協会連携

組 織 で あ る IO恥仏品店（International Organization of 

Mate1ials, Metals and Minerals Societies）が制定した

World Materials Dayに、 世界同時に「材料に関する知

識とその重要性を社会や若者に啓発する活動」に貢献

があった学生を顕彰するものである。 その展示内容と

結果についても報告する。

2. 実施概要
8月10日に聞かれたオー プンキャンパスで、 材料に

興味を持つ高校生を増やすために、 過去3年間の展示

物と、 今年度のマテリアノレ 工学科学生会が作製した展

示物を組み合わせた、マテリアノレ・アート展を行った。

今回は、 組織写真の展示のみならず、 実際の材料や、

結晶構造模型などの、 実際に手に触れることができる

展示物を用意した。 また、 来場者に対してアンケ ー 卜

調査を行った。 ど
、

の作品に興味を持ったか、 どの程度

材料に対する興味を持ったか等を調査した。 来場者は

200人を超え、 アンケ ー 卜から約90%の人が材料に対

して興味を持ってくれたことが分かつた。

マテリアノレ工学科 4年 兵頭弘祐 担当教員・横歩｜二裕之

69 

9月には、日本金属学会秋期大会で、 開催されたWorld
Materials Day Awardコンテストに応募して、 過去3年
間と今年度のオー プンキャンパスで、行ったマテリア
ノレ・ アート展の活動内容を発表した。 その結果、 最優
秀賞であるWorldMate1ials Day Awardを受賞すること
ができた。 また、 米国TMS(The Minerals, Metals & 
Mat巴1ials Society，鉱物金属材料学会）年次大会における
展示のため、 英文の概要とポスターを提出した。

l l月の夢科学探検では、 World Materials Day Award 

コンテストで得られた経験を活かしてマテリアル ・ ア

ー卜展の展示内容を再構成し、 今年度の活動のまとめ

として発表を行った。

3. 作品紹介

今年度のマテリアノレ・ アート展で展示した作品を紹

介する。来場者アンケートでフォトコンテストを行い、

得票数の上位2作品をベストフォト賞とした。 それら

の作品を、 図3-1～IOに示す。 このうち、 図3 I, 2には

ベストフォト賞を受賞した作品を示す。昨年度までは、

チタン合金やマグネシウム、 鉄系の合金などの金属材

料を題材とした作品が多かったが、 今年度はゼオライ

トなどのセラミックス材ー料を扱った作品が多く出展さ

れた。 金属材料とは趣の異なる結晶形をモチーフとし

た作品が加わることにより、 マテリアノレ・ アート展の

作品の幅が大いに広がった。

図3-1作品名：メタボな血液［ベストフォト賞］

作品説明・この写真は金属を大気中で腐食させ

たものです。 腐食とは、 金属が周囲の環境成分

と反応することによって消耗する現象です。 こ

れにより金属製品の性能が低下し、 ついに使用

に耐えられなくなります。












